
一時130ドル突破も、利食い売りで急反落
NY原油先物相場は、1バレル＝130.50ドルまで急伸した後、109ドル台前半まで急反落する荒れた展開

になった。ウクライナの戦闘状態は続いており、ロシア産原油の供給減少が警戒される中、2008年7月

以来の高値を更新している。ただ、過熱感から利食い売りを進める動きも強く、週末にかけて急反落す

る荒れた展開になった。1週間の値幅は26.87ドルに達し、2週連続で20ドルを超えている。

既にロシアは国際決済ネットワークSWIFTから排除されているが、米政府は石油、天然ガス、石炭の禁

輸措置も打ち出した。ただ、欧州は直ちにロシア産の禁輸措置で協調することを見送ったこと、米政府

が国内での増産を呼び掛けていること、国際エネルギー機関（IEA）が追加備蓄放出の議論を行ってい

ることもあり、短期筋の利食い売りが上値を抑え、高値からは急落地合が形成されている。前週比では

6.35ドル安となり、3週間ぶりに下落した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（3月4日時点）は、原油が前週比186万バレル減、ガソ

リンが141万バレル減、石油精製品が523万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（注）2021/09/12まではWTI原油価格連動型上場投信のデータ（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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（注）青線はWTI原油（右軸）
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高値波乱の展開が続き易い、ウクライナ危機で不安定さが増す
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【展望】

ウクライナ情勢に左右される展開が続く。2月24日にロシア

軍がウクライナに侵攻してから2週間半が経過しているが、

依然として激しい戦闘が続いている。停戦協議も繰り返し行

われているが、ウクライナとロシアとの主張の隔たりは大き

い。戦闘状態が長期化すると、各国の対ロシア制裁の動きが

強化され、ロシア産の供給不安が原油相場を押し上げる展開

が続く見通し。改めて130ドル台乗せを打診する可能性も十

分にある。

米政府はロシア産原油の禁輸措置に踏み切った。欧州連合

（EU）は、ロシア産原油の依存度の高さから禁輸措置は見

送ったが、2027年までにロシア産エネルギーへの依存から脱

却する方針を示している。今後は段階的にロシアからの輸入

削減を進めることになり、国際原油需給のかく乱要因になり

得る。割安感の強いロシア産原油については、中国やインド

の買い付けが行われている模様だが、経済制裁の影響で輸送

が可能かは不透明感が強い。

米政府はロシア産原油の禁輸措置への対応として、国内の石

油会社と金融機関に対して、増産を呼び掛けている。また、

経済制裁を行っていることで産油量が大幅に落ち込んでいる

ベネズエラに対する制裁解除・緩和の議論も活発化している。

ロシア産の代替供給を増やす見通しが強まると、調整リスク

が高まる。

イラン核協議は難航している。当初は2月中にも合意が可能

とみられていたが、ロシアがウクライナ情勢を受けての経済

制裁と関係なくイランとの取引継続を要求するなど、協議が

難航している。協議決裂になると、イラン産原油の増産期待

が後退するのみならず、イラン核武装の脅威が浮上する。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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